
レオナード　プロセス用汽水混合器

ＣＴＸＦ-1・2型
メンテナンス　ガイド

ご使用中のユニットのメンテナンスにいて、症状別にご案内致します。

メンテナンスにつきましては、十分安全に配慮し行って下さい。

また、下記の点には特に注意して下さい。

●メンテンス前には、必ず元バルブを閉じて下さい。

●ユニット内の残圧が残っていないことを確認して下さい。

●配管が高温になっている場合がありますのでご注意ください。
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温度計

逆止弁

９

Ｂｓ他

１

１

１

Ｂｓ他

給水流量調節弁

蒸気流量調節弁

タンデム開閉レバー

ストレーナー

ＳＵＳ

Ｂｓ他

Ｂｓ他
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２
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１

１

タンデムボール弁 ２ Ｂｓ他

ＢＣ他
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汽水混合器 ＳＵＳ

５
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汽水混合器内部構造
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記号 名　　称 材　　質 数 量
ボディー SCS14

SCS14/SUS316

SCS14

SCS14

SCS14
SUS316

SCS14

SUS316
1

1

1
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2
1

1

1
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②
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④
⑤
⑥
⑦
⑧

ボンネット

スプリング押さえ
スプリング
グリッド

ラッシュリング
ノズルボックス

ノズル押さえリング⑨
⑩

ガスケット SOFT.JOINT.SEAT

六角穴付ボルト SUS 12
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故障診断

症状 メンテナンス /対応手順

温水温度が上がらない。

温水温度が上がる。

温水温度が安定しない。

タンデムレバーを閉じているのに

出口から冷水がでる

タンデムレバーを閉じているのに

出口から高温や蒸気がでる。

タンデムボールバルブの

スピンドル部分から漏れる。

ミキシングバルブ本体の

ボンネットから漏れる。

運転中ミキシングバルブ本体から

「カラ・カラ」異音がする。

運転中ミキシングバルブ本体から

「ウォーターハンマー」音がする。

①供給条件の確認をして下さい。

圧力不足や減圧弁不調の場合は調整して下さい。

②ストレーナーの確認をして下さい。

目つまりの場合は、清掃もしくは交換して下さい。

各症状メンテンアスの際は、

必ず右記の項目を確認してください。

給水流量弁劣化の可能性があります。

給水流量弁を絞っても温水温度に変化が無ければ

交換する必要があります。（Ｐ－6参照）

蒸気流量弁の劣化の可能性があります。

蒸気流量弁を絞っても温水温度に変化が無ければ

交換する必要があります。（Ｐ－6参照）

供給圧力が変動している可能性があります。

減圧弁や加圧給水の場合は各機器をご確認下さい。

温水量が少なくなった。 供給圧力の低下やストレーナーの目詰まりの

可能性があります。

各機器の点検・修理・ストレーナーの点検を

行って下さい。

給水側タンデムボールバルブの劣化の可能性が

あります。交換する必要があります。（Ｐ－6参照）。

蒸気側タンデムボールバルブの劣化の可能性が

あります。交換する必要があります。（Ｐ－6参照）

タンデムボールバルブのスピンドルパッキンの

劣化の可能性があります。

パッキンの交換する必要があります。（Ｐ－7参照）
ボンネット部パッキンの劣化の可能性があります。

パッキンの交換が必要です。（Ｐ－8参照）

内部部品「ラッシュリング」の劣化の可能性が

あります。メーカーにご連絡下さい。

内部部品「ノズルボックス」の劣化の可能性が

あります。メーカーにご連絡下さい。
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日常点検について

日常点検事項

供給蒸気・給水圧力の確認

ストレーナーにゴミやスケールなど

で目つまりはないか？

対応

ご使用条件が機器の仕様条件から外れている

場合は、調整して下さい。

ストレーナーのプラグを外して、内部スクリーン

を清掃もしくは、交換して下さい。



流量調整弁交換方法

蒸気流量調整弁 給水流量調整弁

①１次側蒸気・給水フランジ・温水出口

フランジのボルトナットと支持用Ｕボルト

を外しユニットを取外して下さい。

②タンデム開閉レバーを取り外して

下さい。

タンデム開閉

レバー

③蒸気流量調整弁を交換の場合は、

順にねじ込みを外し交換して下さい。

その時タンデムボールバルブの向きが

変わらない様に注意して作業して下さい。

タンデムボールバルブ
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④給水流量調整弁を交換する場合は、

タンデムボールバルブ２次側の逆止弁部

を取外した後、交換して下さい。

逆止弁

⑤組み込みを行った後タンデム開閉レバー

を取付けて下さい。

その時タンデムボールバルブの左右のスピ

ンドルが１直線に向き合う様に取付け下さい。

※１直線に向かい合う様に
調整して下さい

スピンドル



タンデムボールバルブ交換方法

蒸気流量調整弁 給水流量調整弁

①１次側蒸気・給水フランジ・温水出口

フランジのボルトナットと支持用Ｕボルト

を外しユニットを取外して下さい。

②タンデム開閉レバーを取り外して

下さい。

タンデム開閉

レバー

③蒸気側タンデムボールバルブを交換の

場合は、順にねじ込みを外し交換して

下さい。

タンデムボールバルブは左右のスピンドル

が 1直線に向かい合うようにねじ込んで

下さい。

タンデムボールバルブ
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④給水側タンデムボールバルブを交換の

場合は、タンデムボールバルブ２次側の

逆止弁部を取外した後交換して下さい。

逆止弁

⑤組み込みを行った後タンデム開閉レバー

を取付けて下さい。

その時タンデムボールバルブの左右のスピンドル

が１直線に向き合う様調整し取付け下さい。

※１直線に向かい合う様に
調整して下さい

スピンドル



タンデムボールバルブ

スピンドルパッキン交換方法
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スピンドルナットからのの漏れ

①タンデムボールバルブのスピンドル

からの漏れが発生した場合は、スピン

ドルナットをゆっくり漏れが止まるまで

増し締めを行って下さい。

増し締めを行っても漏れは止まらない

場合は下記の要領でスピンドルパッキン

の交換を行って下さい。

タンデム開閉レバー

②ユニットのメンテナンスバルブが閉じ

ている事を確認し、ユニット内の残圧を

取り除いて下さい。

③タンデム開閉レバーを取り外して下

さい。

④スピンドルナットを外し、スピンドル

を引き抜いて下さい。

新しいスピンドルパッキンに交換し

ボディー内部を清掃後組立て下さい。

ステム

ステムパッキン

カラー

ボディー
ナット

※組立順序



ボンネットパッキン交換方法

蒸気流量調整弁 給水流量調整弁

①１次側蒸気・給水フランジ・温水出口

フランジのボルトナットと支持用Ｕボルト

を外しユニットを取外して下さい。

②タンデム開閉レバーを取り外して

下さい。タンデム開閉

レバー
タンデムボールバルブ
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逆止弁

※作業前に必ず供給本バルブを閉じ、残圧を取り除いて下さい。

ボンネット

六角穴付きボルト

③蒸気側本体ボンネットの六角穴付きボルト

を外し本体からボンネットを取外して下さい。

本体側ボンネット側双方に古いパッキンが残らない

様に取り除き新しい物と交換して下さい。

ボルトを締め付ける時は対角線上に均等に締め付け

を行って下さい。

④温水出口側ボンネットパッキンも同様手順で

新しい物と交換して下さい。

※ボンネットパッキン増し締めについて！

試運転後必ず増し締めを均等に行って下さい。

⑤ユニットを配管に取り付ける場合は、フランジ

パッキンも新しい物と交換を行い取付けて下さい。
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